サントソム世帯調査アウトライン・グループ討議内容
	
	調査内容
	グループ討議内容

	1
	イントロダクション

· モデル酪農場について簡単に説明する。

· 調査の目的と手順を説明する。
	1. モデル酪農場について何を知っているか。

	2
	サントソムの良い点不利な点

· 質問３、４に関しては、付箋を参加者に配り、それぞれに回答を書き出してもらったあとで、意見交換を行う。不利な点に関しては、解決案についても話し合ってもらう。
	2. サントソムにどのくらい長く住んでいるか。（サントソムで生まれ育った人は？社会主義以降に移りすんだ人は？）

3. 牧畜で生計をたてる上で、サントソムのよいところは。
4. 牧畜で生計をたてる上で、サントソムの不利な点は。

	3
	飼料・乾草づくり

· プロジェクトで取り組んでいる、乾草づくりについて説明する。

· また、乾草づくりの組合のコンセプトについても説明し、牧民の反応をみる。
	5. 飼料は何を使用しているか。

6. 乾草はどうやって入手しているか。自分たちで準備している場合、どうやって準備しているか（機材を借りる、人を雇う、など）、どういった機械が使用されているか、採草地から冬営地までの距離。

	4
	· 放牧地・採草地
· 牧草地の状況について、オープンエンドで質問し、情報を収集する。
	7. 利用したいのに利用できない草地があるか？（よい草があるのに利用できない）なぜ利用できないのか？（井戸がない、遠いなど）
8. 今まで利用してきたのに利用できない・利用しにくくなった草地があるか？なぜか？（草地が悪化したなど）

	5
	人工授精

· 人工授精についての参加者の理解度を把握したあとに、人工授精の利点や方法について説明する（デルゲルスーリさんかバダルチさん）。
· プロジェクトで人工授精技術者を募集していること、人工授精の普及を支援していくことを、伝える。
	12. 人工授精について、何を知っているか。

	6
	調査票を配布し、記入してもらう。「配布用質問票」
	

	7
	クロージング・まとめ
	

	8
	個別インタビュー

· 参加者の中で、2,3人に残ってもらい、（もしくは彼らのゲルに移動し）、個別でインタビューを行う。「インタビュー用質問票」
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